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学校現場 の 立場 か ら　教師に で きる こ ととで きない こ と
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一

（川 越市立 名 細 中学校）

＜1 ＞最 近の い じめ ・自殺

  超 い じ め と呼ぶ べ き犯罪ま が い の い じめ が 登 場

　 し 、 被害者 の 自殺をひ きお こ して い る。

  ご くあ りふ れ た 日常的い じ め や トラ ブル で 子 供

　が 自殺す るよ うに な っ た 。
い じめ問題 は よ り深刻

　な事態 に突入 し、
い っ

、 誰が、どこで 死ぬか わか

　 らない 状況 にな っ た。

〈2 ＞い じめ を根絶 せ よ 、 とい う考えの ま ち

　　 が い

  子 供の 世界 は 、 今 も昔も基本的 に大人 を入 れな い

　 自治的な世界で ある。そ こ で は 、い じめ は 必 然的

　にお こ る 。

  い じめは 子供に と っ て は つ らい こ とで はあるが、

　子 供を成長 させ るカ に もな る 。 そ の 中で 、人 聞 関

　係 を学 び、自他 を知 り、将来の 社会生活 の シ ミ ュ

　 レ ーシ ョ ン をや っ て い る と言 っ て い い
。

  だか ら、い じめを根絶せ よ、とい う考 えは 根本 的

　に ま ちが っ て い る 。

　 1）子 供 の 世界を認 めず、完全 な大人 の 支配 下 にお こ

　　 うとす る 。

　2）現実的 に も不 可能。

  い じめ が 学校 で お こ る理 由は 、地域 の ガ キ集団 が

　消滅 し、学校に だ け子供の 集団が残 っ た か らで あ

　る 。 だか ら、どん な学校に もい じめ はお こ り、な

　 くす こ とな ど不可能。

  問題は 、
い か に して

一定の 限度内にお さえ こみ 、

　自殺 をな くすか とい うこ とで ある 。

　 1）み ん な 同 じが い い と い う平等主義的 なカが非 常

　　 に強 くな っ た。

　 2）集 団か らはみ 出 して
一

人 で 生 きて い くこ とが 難

　 　 しい 。

　 3）自分 を出さない よ うに必死 で演技 した り 、
バ リヤ

　　
ーをは っ て生きて い る。（緊張 ）

　 4）ポ ロ ッ と出た違い がい じめ の 対 象 。

　 5）い じめに 正 当性が で て くる。

　 6＞誰で もい じめ られ る とい う恐怖 。

  い じめ に限界が ない
。

　 1）自由が絶対的価値 に な っ た 。

　 2）大人社会 の 価値観 の 分裂 。 して い い こ と悪 い こ と、

　　限 界を教えて い ない
。

　 3）好 きな こ とは 何や っ て もい い とい う育ち方 （欲望

　　の 肥 大化）。もの わか りよ い 親 。

　4）い じめ はおも しろい し、金で もとれ ば自分の利 益

　　に もな る。い じめだけや っ て い けな い と い う こ と

　　は ない
。

　5）他者 を想定 した育ち方を して い な い
。 他人 の痛み

　　がわか らな い
。

  我慢 で きず に す ぐくず れ て しま う。

　1）親が小 さい 時か ら拒否 し 、 自我を た た い て 育て て

　　い ない 。耐性が育 っ て い な い
。

　2）生活 能力 をきち ん と身に つ け させ て い な い
。

　3）他人 と の トラブル （緊張 関係）を な る ぺ くさける

　　よ うに育 っ て い る 。

　4）親 が 自分の 理 想型 に 子供 をはめ こ むために尻 を

　　たた く
一自信喪失 （ペ ッ ト化） 。

　5）くずれた時親の ふ と こ ろ に とび こ めな い 。 親 は子

　　供の 本 当の 姿を見 よ うとしな い 。

＜4 ＞子 供は 質的に 大 き く変わ っ て しま っ た

＜3 ＞最近の い じめの 特徴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  こ の 10 年 の 根本的 な変 化 。

  誰で もい じめ る側 に も、い じめ られ る側に もなる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  戦後 民主主 義 の 完成 品。
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  ひ 弱で がん こ な子供 。

　1）生活能力の低 下。他人 との 関係 の っ け方 の 危 うさ 。

　　我慢で きない （精神 ・肉体）。

　2）好きなこ とは何や っ て もい い。気分で行動。相 手

　　が強い とカ ラに こ もるが弱い と非常に攻撃 的 。

　3）自分か らすすん で やれな い 〔自立）。

  最近 の い じめ は、子 供の 質的 な変化が根本的 な原

　因。戦後 の 子育て 、戦後社会 の っ くり方 の 問題 で

　ある。根本的な解決 には長 い 時間がか かる と覚悟

　すぺ きで ある。

＜5 ＞学校の 熔解 一教育力の低 下

  地域社会 の 崩壊で 学校は支えを失 っ た。

  校内暴力終息後 （15年前）か らの は げ しい 学校た

　たき　（校則 ・体罰 ・管理教育）。

  自由 ・人権 ・平等 ・個性尊重第
一

とい う主張の前

　に 、 教育は ズ ル ズ ル 後 退 した 。

　1）教師 と生徒 は平等 （言 うこ とをき かな く て もい

　　い 〉 。

　2）好 きな こ とは 何や っ て もい い
。

　3）お し つ け ・管理 はまずい 一自由 ・ノ ビ ノ ビ 教育。

  学校 の 役割 ・教育力 の 低下 。

　D 学校の 目的一一
人前の 国民をつ くる こ と。 基礎的

　　学力 ・基本的生活習慣 ・人 間関係 の っ け方、の 三

　　つ を身に つ ける 。

　2）教育 （文化の 伝達）は、まずお し っ けで ある。

　3）そ の 上 で 、自分 たち で 考え、い っ し ょ に行動す る

　　 （自治） の 力をつ ける必要。

　4）以 上 の 学校 の 役割 をは たす こ とが 困難 にな っ て

　 　きた。

5）文部省の 教育改革一自由化 ・個性化 。

6）ど うや っ た ら 自立 した強い 個人 が生まれ る の か

　 全 くわか らない 状況 一弱肉強食 の ア ナー一一　eeな世

　 界の 出現。

1）暴行 ・恐喝 とい う犯罪まが い の い じ めに対 して は 、

　基本的に力で 対処する しかな い 。

2）文部省 「い じ め緊急対策会議報告書」 の 出席停止

　は有効な手段にな り うる。

3）しか し 日本 の 学校は、基本的に生徒を排除するよ

　 うに はで きて い ない 。

4）教師は 出席停止 処分をする こ とは で きな い 。い じ

　め の事実の 確認 、 処分の 内容で加害者 と対立 し 、

　裁判 も覚悟せねばな らな い か らだ。

5）行政が第三者機 関を つ く り、 確認 ・処分 ・裁判を

　受け て 立 っ しか ない 。

6）学校は当面 ギ リギ リや っ て 、 で きない こ とは警察

　にまかす しかない 。

  日常的ない じめ ・自殺に対して。

　1）日常的ない じめ で 自殺す る こ とを 、 大人の 側 で 予

　　測する こ とは不 可能 。 子供にも深刻な 自覚はない

　　か も知れ ない
。

　2）直接 、 い じ め ・自殺の 防止 は困難 。

　3）個別 なカ ウン セ リン グ の 困難 さ。

　4）公 の 世界で の 人間関係 の 整理 ・安定化に力を入 れ

　　る しかない。

5）学校 ・ク ラ ス の わ く組み （管理 ）をきちん とっ く

　　り、そ の 中で 生活させ る こ と。

6＞学校 の 教育力の 低下 で 、こ れ もか な り困難で は あ

　 　る．，．

  学校 の で きるこ と ・
で きない こ と

。

　1）学校は基本的に危機 に対応 で きる思想 とシ ス テ

　　ム を持 っ て い ない 。

　2）で きる こ と ・で きない こ とをハ ッ キ リ示すこ とが

　　必要 。 で きもしな い の にい い 加減にするの が最も

　　悪い 。

　3）状況は相当に深刻だが 、 自殺者は非常に少ない 。

　 支えて い る親 ・教師がたくさん い る とみるべ きだ 。

　4）根本的な対応 と個別的な対応の 両方が必要だ 。

＜6 ＞学校と して い じめに どう立 ち向か うか

  超い じめに対 して 。
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